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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置は、
　複数の生体情報を取得する生体情報取得手段、
　前記取得した生体情報が異常生体情報に該当するかを判断する判断手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備え、
　前記表示手段は、さらに、
　前記生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報を対応付けて表示し、前記異常
生体情報と判断された生体情報については、その生体情報の取得元に関連する情報の表示
形態を変更すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【請求項２】
　コンピュータを、生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置とし
て機能させるためのプログラムであって、
　前記プログラムは、前記コンピュータを以下の、
　複数の生体情報を取得する生体情報取得手段、
　前記取得した生体情報が異常生体情報に該当するかを判断する判断手段、
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　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備えた生体情報トレンド表示装置として機能させるためのプログラムにおいて、
　前記表示手段は、さらに、
　前記生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報を対応付けて表示し、前記異常
生体情報と判断された生体情報については、その生体情報の取得元に関連する情報の表示
形態を変更すること、
　を特徴とするプログラム。
【請求項３】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置は、
　複数の生体情報およびそれらの生体情報が異常生体情報に該当するか否かの情報を取得
する取得手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備え、
　前記表示手段は、さらに、
　前記生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報を対応付けて表示し、前記異常
生体情報と判断された生体情報については、その生体情報の取得元に関連する情報の表示
形態を変更すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【請求項４】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置は、
　複数の生体情報を取得する生体情報取得手段、
　前記取得した生体情報が異常生体情報に該当するかを判断する判断手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備え、
　前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報とを
対応づけて表示し、
　前記異常生体情報と判断されない生体情報については、その生体情報の取得元に関連す
る情報の表示は行わない一方で、前記異常生体情報と判断された生体情報については、そ
の生体情報の取得元に関連する情報の表示を行うこと、
を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【請求項５】
　コンピュータを、生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置とし
て機能させるためのプログラムであって、
　前記プログラムは、前記コンピュータを以下の、
　複数の生体情報を取得する生体情報取得手段、
　前記取得した生体情報が異常生体情報に該当するかを判断する判断手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備えた生体情報トレンド表示装置として機能させるためのプログラムにおいて、
　前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報とを
対応づけて表示し、
　前記異常生体情報と判断されない生体情報については、その生体情報の取得元に関連す
る情報の表示は行わない一方で、前記異常生体情報と判断された生体情報については、そ
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の生体情報の取得元に関連する情報の表示を行うこと、
を特徴とするプログラム。
【請求項６】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置は、
　複数の生体情報およびそれらの生体情報が異常生体情報に該当するか否かの情報を取得
する取得手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備え、
　前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報とを
対応づけて表示し、
　前記異常生体情報と判断されない生体情報については、その生体情報の取得元に関連す
る情報の表示は行わない一方で、前記異常生体情報と判断された生体情報については、そ
の生体情報の取得元に関連する情報の表示を行うこと、
を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【請求項７】
　請求の範囲第１項～第６項のいずれかに記載の生体情報トレンド表示装置またはプログ
ラムにおいて、
　前記異常生体情報の判断は、
　前記生体情報が所定レベルを上まわるか否か、または、前記生体情報が所定レベルを下
まわるか否かの判断を含むことを特徴としており、
　前記表示手段は、さらに、
　前記生体情報が前記所定レベルを上まわる場合には、その生体情報の取得元に関連する
情報を前記時系列トレンドの上部に表示し、
　前記生体情報が前記所定レベルを下まわる場合には、その生体情報の取得元に関連する
情報を前記時系列トレンドの下部に表示すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項８】
　請求の範囲第１項～第７項のいずれかに記載の生体情報トレンド表示装置またはプログ
ラムにおいて、
　前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報について、その生体情報に継続する生体情報が
前記異常生体情報と判断されない場合には、その継続する生体情報のトレンド表示部分は
トレンド表示形態を元に戻して表示する一方で、その継続する生体情報の取得元に関連す
る情報の表示は保持すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項９】
　請求の範囲第１項～第８項のいずれかに記載の生体情報トレンド表示装置またはプログ
ラムにおいて、
　前記表示手段は、さらに、
　前記生体情報の取得元に関連する情報を、現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判
断されている場合と、過去および現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されてい
ない場合と、過去の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されており現在の前記生体情
報が前記異常生体情報と判断されていない場合とを区別可能に表示すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項１０】
　請求の範囲第９項に記載の生体情報トレンド表示装置またはプログラムにおいて、さら
に、
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　前記生体情報の取得元に関連する情報を表示する表示領域であって、内部表示領域およ
び当該内部表示領域を囲む外部表示領域を備えており、
　前記表示手段は、さらに、
　現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されている場合には、少なくとも前記内
部表示領域を、前記異常生体情報と判断された生体情報と対応づけて表示し、一方、過去
の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されている場合には、少なくとも前記外枠表示
領域を、前記異常生体情報と判断された生体情報と対応づけて表示すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項１１】
　請求の範囲第１項～第１０項のいずれかに記載の生体情報トレンド表示装置またはプロ
グラムにおいて、
　前記表示手段は、さらに、
　前記時系列トレンドが表示されている生体情報について、その生体情報の取得元に関連
する情報を併せて表示すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【請求項１２】
　請求の範囲第１項～第１１項のいずれかに記載の生体情報トレンド表示装置またはプロ
グラムにおいて、
　前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断されない生体情報については、その生体情報の取得元の相違に
かかわらずトレンド表示形態を同様のものとすること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項１３】
　請求の範囲第１項～第１２項のいずれかに記載の生体情報トレンド表示装置またはプロ
グラムにおいて、
　前記トレンド表示形態の変更は、トレンド表示色の変更を含むこと、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項１４】
　請求の範囲第１３項に記載の生体情報トレンド表示装置またはプログラムにおいて、
　前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報のトレンド表示色と、その生体情報の取得元に
関連する情報の表示色とを同様のものとすること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項１５】
　請求の範囲第１項～第１４項のいずれかに記載の生体情報トレンド表示装置またはプロ
グラムにおいて、
　前記生体情報は、取得元によって挙動が相違するものを含むこと、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項１６】
　請求の範囲第１５項に記載の生体情報トレンド表示装置またはプログラムにおいて、
　前記生体情報は、心電図ＳＴレベルに関連する情報を含んでおり、
　前記取得元に関連する情報は、心電図誘導に関連する情報を含んでいること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置またはプログラム。
【請求項１７】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置のＣＰＵは、
　複数の生体情報を取得し、
　前記取得した生体情報が異常生体情報に該当するかを判断し、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドの表示を行うことを指示するとともに
、前記異常生体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態の変更を指示し
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、
　前記生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報を対応付けて表示し、前記異常
生体情報と判断された生体情報については、その生体情報の取得元に関連する情報の表示
形態を変更すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【請求項１８】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置のＣＰＵは、
　複数の生体情報およびそれらの生体情報が異常生体情報に該当するか否かの情報を取得
し、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドの表示を行うことを指示するとともに
、前記異常生体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態の変更を指示し
、
　前記生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報を対応付けて表示し、前記異常
生体情報と判断された生体情報については、その生体情報の取得元に関連する情報の表示
形態を変更すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【請求項１９】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置の作動方法であって、
　前記方法は、
　取得した生体情報が所定の数値範囲内に入っているかどうかを判断し、
　前記生体情報の時系列トレンドを表示する際に、前記数値範囲内でないと判断された生
体情報については、トレンド表示形態を変更し、
　前記生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報を対応付けて表示し、前記数値
範囲内でないと判断された生体情報については、その生体情報の取得元に関連する情報の
表示形態を変更すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置の作動方法。
【請求項２０】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置は、
　複数の生体情報を取得する生体情報取得手段、
　前記取得した生体情報が異常生体情報に該当するかを判断する判断手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備え、
　前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報とを
対応付けて表示し、
　前記異常生体情報の判断は、
　前記生体情報が所定レベルを上まわるか否か、または、前記生体情報が所定レベルを下
まわるか否かの判断を含むことを特徴としており、
　前記表示手段は、さらに、
　前記生体情報が前記所定レベルを上まわる場合には、その生体情報の取得元に関連する
情報を前記時系列トレンドの上部に表示し、
　前記生体情報が前記所定レベルを下まわる場合には、その生体情報の取得元に関連する
情報を前記時系列トレンドの下部に表示すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【請求項２１】
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置は、
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　複数の生体情報を取得する生体情報取得手段、
　前記取得した生体情報が異常生体情報に該当するかを判断する判断手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備え、
　前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報とを
対応付けて表示し、
　前記生体情報の取得元に関連する情報を、現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判
断されている場合と、過去および現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されてい
ない場合と、過去の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されており現在の前記生体情
報が前記異常生体情報と判断されていない場合とを区別可能に表示すること、
　を特徴とする生体情報トレンド表示装置。
【発明の詳細な説明】
関連出願の参照
　日本国特許出願２００２－２４６６３３号（平成１４年８月２７日出願）の明細書、請
求の範囲、図面および要約を含む全開示内容は、これら全開示内容を参照することによっ
て本出願に合体される。
【技術分野】
　この発明は、生体情報トレンド表示装置およびその方法に関するものであり、特に、生
体情報のトレンドの確認を容易にするものに関する。
【背景技術】
　血圧や心電図などの生体情報を表示する技術分野において、生体情報の確認を容易にす
る技術が開発されている。そのような技術として、例えば、心拍数や心電図ＳＴレベル（
以下、「ＳＴレベル」とする）などの心電図パラメータ・トレンドグラフを表示し、発作
時心電図データに対応した時刻位置にイベントマークを表示する技術がある（例えば、特
許文献１参照）。特許文献１：特開平４－３５２９３９号公報（第８図）。
　以上のような技術によれば、イベントマークによって発作時を特定することが可能とな
る。したがって、既存の技術によれば、どの時点において生体情報の異常値が発生したか
という情報を得ることができる。
　しかしながら、医療現場においては、そのような個別の異常値の特定だけでなく、複数
の生体情報のトレンド（傾向）および異常値の認識を、同時かつ容易に行うことができる
技術が要求される場合がある。
【発明の開示】
　この発明は、上記のような要求に鑑みて、生体情報のトレンドおよび異常値の認識を容
易に行うことができる生体情報トレンド表示装置およびその方法を提供することを目的と
する。
　１）本発明の生体情報トレンド表示装置は、
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示装置であって、
　前記生体情報トレンド表示装置は、
　複数の生体情報を取得する生体情報取得手段、
　前記取得した生体情報が異常生体情報に該当するかを判断する判断手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備えたことを特徴としている。
　これらの特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記生体情報のト
レンドの確認を容易に行うことができる。また、例えば複数の前記生体情報のトレンドが
表示されている場合であっても、前記異常生体情報と判断された生体情報はトレンド表示
形態が変更されるため、異常な生体情報の有無およびそのトレンドを容易に確認すること
ができる。
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　３）本発明の生体情報トレンド表示装置は、
　複数の生体情報およびそれらの生体情報が異常生体情報に該当するか否かの情報を取得
する取得手段、
　前記複数の生体情報のそれぞれの時系列トレンドを表示するものであって、前記異常生
体情報と判断された生体情報については、トレンド表示形態を変更する表示手段、
　を備えたことを特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記生体情報のトレン
ドの確認を容易に行うことができる。また、複数の前記生体情報のトレンドが表示されて
いる場合であっても、前記異常生体情報と判断された生体情報はトレンド表示形態が変更
されるため、異常な生体情報の有無およびそのトレンドを容易に確認することができる。
　４）本発明の生体情報トレンド表示装置の前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報と、その生体情報の取得元に関連する情報とを
対応づけて表示すること、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記異常生体情報と判
断された生体情報のトレンドと、その生体情報がどの取得元（判断ベース）から得られた
ものであるかを認識することができる。
　５）本発明の生体情報トレンド表示装置の前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断されない生体情報については、その生体情報の取得元に関連す
る情報の表示は行わない一方で、前記異常生体情報と判断された生体情報については、そ
の生体情報の取得元に関連する情報の表示を行うこと、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記生体情報トレンド表示装置は、前記異常生体情報と判断された生
体情報についてのみ、その生体情報の取得元に関連する情報の表示を行うことになる。し
たがって、生体情報トレンド表示装置は、前記異常生体情報に該当する生体情報のトレン
ドおよびその生体情報がどの取得元から得られたものであるかという情報の報告（または
警告、提示）を、より一層注意を喚起させるように効果的に行うことができる。
　６）本発明の生体情報トレンド表示装置において、
　前記異常生体情報の判断は、
　前記生体情報が所定レベルを上まわるか否か、または、前記生体情報が所定レベルを下
まわるか否かの判断を含むことを特徴としており、
　前記表示手段は、さらに、
　前記生体情報が前記所定レベルを上まわる場合には、その生体情報の取得元に関連する
情報を前記時系列トレンドの上部に表示し、
　前記生体情報が前記所定レベルを下まわる場合には、その生体情報の取得元に関連する
情報を前記時系列トレンドの下部に表示すること、
　を特徴としている。
　これらの特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記異常生体情報
と判断された生体情報のトレンドと、その生体情報が前記所定レベルを上回るか、あるい
は前記所定レベルを下回るかということを視覚的に容易に確認することができる。
　７）本発明の生体情報トレンド表示装置の前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報について、その生体情報に継続する生体情報が
前記異常生体情報と判断されない場合には、その継続する生体状態のトレンド表示部分は
トレンド表示形態を元に戻して表示する一方で、その継続する生体情報の取得元に関連す
る情報の表示は保持すること、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記継続する生体情報
が異常生体情報と判断されない場合であっても、異常生体情報を履歴として持つ前記生体
情報の取得元に関連する情報を認識することができる。
　８）本発明の生体情報トレンド表示装置の前記表示手段は、さらに、
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　前記生体情報の取得元に関連する情報を、現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判
断されている場合と、過去および現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されてい
ない場合と、過去の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されており現在の前記生体情
報が前記異常生体情報と判断されていない場合とを区別可能に表示すること、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記現在の生体情報が
異常生体情報と判断されていない場合であっても、前記異常生体情報を履歴として持つ前
記生体情報の取得元に関連する情報を認識することができる。
　９）本発明の生体情報トレンド表示装置は、さらに、
　前記生体情報の取得元に関連する情報を表示する表示領域であって、内部表示領域およ
び当該内部表示領域を囲む外部表示領域を備えており、
　前記表示手段は、さらに、
　現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されている場合には、少なくとも前記内
部表示領域を、前記異常生体情報と判断された生体情報と対応づけて表示し、一方、過去
の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されている場合には、少なくとも前記外枠表示
領域を、前記異常生体情報と判断された生体情報と対応づけて表示すること、
　を特徴としている。
　これらの特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記現在の生体情
報が異常生体情報と判断されていない場合であっても、前記外枠表示領域に基づいて、前
記異常生体情報を履歴として持つ前記生体情報の取得元に関連する情報を認識することが
できる。
　１０）本発明の生体情報トレンド表示装置の前記表示手段は、さらに、
　前記時系列トレンドが表示されている生体情報について、その生体情報の取得元に関連
する情報を併せて表示すること、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、複数の前記生体情報の
トレンドと、それらの生体情報がどの取得元から得られたものであるかということを視覚
的に容易に認識することができる。
　１１）本発明の生体情報トレンド表示装置の前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断されない生体情報については、その生体情報の取得元の相違に
かかわらずトレンド表示形態を同様のものとすること、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、同時に複数の前記生体
情報のトレンドを視認するにもかかわらず、それらが前記異常生体情報と判断されていな
いこと（すなわち、生体情報が正常であること）を視覚的に容易に確認することができる
。
　１２）本発明の生体情報トレンド表示装置において、
　前記トレンド表示形態の変更は、トレンド表示色の変更を含むこと、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、例えば複数の前記生体
情報のトレンドが表示されている場合であっても、前記異常生体情報と判断された生体情
報はトレンド表示色が変更されるため、異常な生体情報の有無およびそのトレンドを視覚
的に容易に確認することができる。
　１３）本発明の生体情報トレンド表示装置の前記表示手段は、さらに、
　前記異常生体情報と判断された生体情報のトレンド表示色と、その生体情報の取得元に
関連する情報の表示色とを同様のものとすること、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記異常生体情報と判
断された生体情報のトレンドと、その生体情報がどの取得元から得られたものであるかと
いうことを視覚的に容易に確認することができる。
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　１４）本発明の生体情報トレンド表示装置において、
　前記生体情報は、取得元によって挙動が相違するものを含むこと、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記取得元によって挙
動が相違する情報のトレンドの確認を容易に行うことができる。
　１５）本発明の生体情報トレンド表示装置において、
　前記生体情報は、心電図ＳＴレベルに関連する情報を含んでおり、
　前記取得元に関連する情報は、心電図誘導に関連する情報を含んでいること、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記表示手段の出力結果を利用するユーザは、前記ＳＴレベルに関連
する情報のトレンドと、そのＳＴレベルに関連する情報がどの心電図誘導（以下、「誘導
」とする）から得られたものであるかということを認識することができる。
　１６）本発明の生体情報トレンド表示物は、
　生体情報の時系列トレンドを表示する生体情報トレンド表示物であって、
　複数の前記生体情報のそれぞれの時系列トレンドが表示されており、さらに、前記生体
情報が異常生体情報に該当すると判断された生体情報についてはトレンド表示形態が変更
して表示されていること、
　を特徴としている。
　この特徴により、前記生体情報トレンド表示物を利用するユーザは、前記生体情報のト
レンドの確認を容易に行うことができる。また、例えば複数の前記生体情報のトレンドが
表示されている場合であっても、前記異常生体情報と判断された生体情報はトレンド表示
形態が変更されているため、異常な生体情報の有無およびそのトレンドを容易に確認する
ことができる。
　１７）本発明のデータ表示装置は、
　表示対象となる複数種類のデータを時系列的に取得し、それぞれの種類のデータをグラ
フ表示するデータ表示装置であって、
　前記データの種類を表示するデータ種表示領域を設け、
　前記データ表示装置は、
　取得した各種類のデータについて、当該データによって示される内容が告知対象となる
か否かを判断し、
　告知対象になると判断した種類のデータのグラフ表示を、告知対象にならないと判断し
た種類のデータのグラフ表示とは異なるグラフ表示形態とし、
　前記告知対象になると判断したデータの種類の表示形態の全部または一部を、そのデー
タのグラフ表示形態の全部または一部と同様にすること、
　を特徴としている。
　これらの特徴により、前記告知対象になると判断したデータのグラフと、そのデータが
どの種類のデータに該当するのかを対応づけて認識することができる。
　以下、用語の定義について説明する。
　この発明において、
　「生体情報」とは、生体から得られる情報一般（生体信号、またはバイタルサイン等）
を含む概念である。この「生体情報」には、例えば単独の生体情報を示す値（パラメータ
）、または、それら複数のパラメータに基づいて得られる情報等が含まれる。実施形態で
は、ＳＴレベルがこの概念に対応する。
　「時系列トレンド」とは、対象の経時的変化（ふるまい、または変動、または挙動等）
に関連する情報を示したものを含む概念である。例えば、対象そのものの経時的変化のほ
か、対象と所定の基準値との差分情報の経時的変化もこの概念に含まれる。実施形態では
、ＳＴレベルのトレンドグラフが「時系列トレンド」の概念に対応する。
　「トレンド表示形態」とは、対象の経時的変化に関連する情報の表示形態一般を含む概
念である。例えば、対象の経時的変化を示すグラフ線（またはプロット点、または表示ポ
イント点等）の形状、または線種、または模様、または符号、または記号、または色彩の
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ほか、グラフ線（またはプロット、または表示ポイント等）を修飾する形状、または模様
、または符号、または記号、または色彩がこの概念に含まれる。実施形態では、ＳＴレベ
ルのトレンドグラフ線の色彩、または色相がこの概念に対応する。
　「異常生体情報」とは、所定の正常範囲にない（または所定の正常値ではない）生体情
報、または、所定の異常範囲にある（または所定の異常値である）生体情報を含む概念で
ある。例えば、生体状態が良好な（または正常な、または正しい、または普通の）場合の
値の範囲外にある場合の生体情報や、所定の判定手法によって異常常置（または疾患状態
）と判定される場合の生体情報がこの概念に含まれる。実施形態では、ＳＴレベルが－０
．１ｍＶ～０．１ｍＶ以外にある場合の、そのＳＴレベルがこの概念に対応する。
　「異常生体情報に該当するかを判断」とは、異常生体情報の有無（またはその異常の程
度）を判断する場合、または、正常な生体情報の有無（またはその正常の程度）を判断す
る場合、または、正常な生体情報または異常生体情報のいずれであるか（またはそれらの
状態の程度）を判断する場合を含む。
　「生体情報の取得元に関連する情報」とは、生体情報を得るために利用した情報を示す
ものを含む概念である。例えば、生体情報の測定部位名（または測定元）、または生体情
報の由来名、または生体情報の判断基準名等がこの概念に含まれる。実施形態では、ＳＴ
レベルを求めるための認識波形を示す”誘導名”がこの概念に対応する。
　「告知対象」とは、知らせる必要がある対象一般を含む概念である。例えば、装置の故
障を示す対象、または生体情報の判断に有益な（または有効な）対象、または生体情報の
異常に関する対象がこの概念に含まれる。実施形態では、ＳＴレベルが異常値範囲にある
場合の、そのＳＴレベルの情報がこの概念に対応する。
　本発明の特徴は、上記のように広く示すことができるが、その構成や内容は、それらの
特徴および効果とともに、図面を考慮に入れた上で以下の開示によりさらに明らかになる
であろう。
【図面の簡単な説明】
　図１Ａ、図１Ｂは、実施形態によるＳＴレベルトレンド表示の概略図である。
　図２は、ＳＴレベルトレンド表示装置の機能ブロック図である。
　図３は、ＳＴレベルトレンド表示装置のハードウェア構成例である。
　図４は、記録された心電波形データを模式的にグラフによって表したものである。
　図５は、ＳＴレベルトレンド表示装置のディスプレイ表示例である。
　図６は、ＳＴレベルトレンド作成処理のフローチャートである。
　図７は、ＶＰＣ判定処理のフローチャートである。
　図８Ａ、図８Ｂ、図８Ｃは、ＳＴレベルトレンド表示装置のディスプレイ表示の変形例
である。
　図９Ａ、図９Ｂは、ＳＴレベルトレンド作成処理の対象となる認識値データの模式図で
ある。
　図１０Ａ、Ｂ、Ｃは、誘導アイコンの表示形態の変化の模式図である。
【発明を実施するための最良の形態】
　本発明にかかる「生体情報トレンド表示装置」の実施形態としてのＳＴレベルトレンド
表示装置を説明する。本実施形態は、患者の心電図のＳＴレベルをトレンドグラフとして
ディスプレイ表示する処理を例示するものである。本実施形態によれば、例えば、１２誘
導心電図の全ての誘導波形からのＳＴレベルのトレンドを同時に表示しつつ、ＳＴレベル
が異常値である場合には、それがどの誘導についてのものかという情報を視覚的に容易に
得ることができる。１２誘導心電図とは、数個から１０数個の電極を生体につけることに
よって得られる１２パターンの心電図のことをいう。
　以下、本実施形態の概略、装置のハードウェア構成、特許請求の範囲に記載した用語と
実施形態との対応を説明し、次に、実施形態の説明等を行う。
　目次
　１．ＳＴレベルトレンドの表示概略
　２．ハードウェア構成等
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　３．特許請求の範囲に記載した用語と実施形態との対応
　４．ＳＴレベルトレンドのディスプレイ表示例
　５．ＳＴレベルトレンド作成処理等
　６．実施形態による効果
　７．ＳＴレベルトレンド表示装置のその他の機能
　８．その他の実施形態等

　－－１．ＳＴレベルトレンドの表示概略－－
　ＳＴレベルトレンドとは、患者の心電図から得られるＳＴレベルのトレンドグラフをデ
ィスプレイ表示したものである。このディスプレイ表示を行うＳＴレベルトレンド表示装
置１００については後述する。この装置は、救急現場、救急車内、病院内での使用に好適
であり、実施形態では、例示として、患者搬送中の救急車内で救急救命士が使用する場合
を説明する。
　図１は、ＳＴレベルトレンドグラフの表示例の概略図である。図では、例示として、Ｖ
１、Ｖ２、Ｖ３の各誘導波形から認識されるＳＴレベルのトレンドを同時に（並行して）
グラフ表示する。ＳＴレベルトレンドグラフの縦軸はｍＶであり、横軸は時間（分）であ
る。また、ＳＴレベルのトレンドグラフは、心電図の測定時間の経過にしたがって、ディ
スプレイの左から右の方向へ進行しながら描画（プロット）される。
　図１に表示される内容は、以下の通りである。
　ディスプレイの上部には、誘導Ｖ１を示す誘導アイコン３０、誘導Ｖ２を示す誘導アイ
コン３１、誘導Ｖ３を示す誘導アイコン３２が表示され、一方、ディスプレイの下部には
、誘導Ｖ１を示す誘導アイコン３３、誘導Ｖ２を示す誘導アイコン３４、誘導Ｖ３を示す
誘導アイコン３５が表示される。また、ディスプレイには、誘導Ｖ３のＳＴレベルを示す
線５０、誘導Ｖ２のＳＴレベルを示す線５２、誘導Ｖ１のＳＴレベルを示す線５４が表示
される。
　図１Ａは、Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３の各誘導波形から認識されるＳＴレベルが全て正常範囲（
－０．１ｍＶ～０．１ｍＶ）にある状態を表示する。正常範囲は、図中、波線矢印４０が
示す範囲である（この波線矢印４０は、説明のための用いるものであり、ディスプレイ１
４には表示されるものではないが、表示することも可能である）。図１Ａにおいては、線
５０、５２、５４の全てを、正常値範囲にあることを示すために正常値色ａ（例えば青色
）で表示する。また、誘導アイコン３０～３５の全てについても、背景（アイコンの中身
）（または誘導名を示す文字）を正常値色ａで表示する。
　図１Ｂは、図１Ａの状態からさらに測定時間が経過しており、誘導波形から認識される
ＳＴレベルのいくつかが正常値範囲以外にある状態を表示する。
　図１Ｂにおいては、誘導Ｖ３のＳＴレベルを示す線部分５６が、正常範囲の上限値を超
えており（上回っており）、この場合、その上限値を超えるグラフ線部分を異常値色ｂ（
例えば赤色）で表示する（トレンド表示色の変更）。また、誘導Ｖ３由来のＳＴレベルが
上限値を超えたことを示すために、図では、ディスプレイ上部（時系列トレンドの上部）
の誘導アイコン３２を異常値色ｂで表示する（生体情報のトレンド表示色と、その生体情
報の取得元に関連する情報の表示色とを同様のものとする）。
　また、同様に図１Ｂにおいては、誘導Ｖ１のＳＴレベルを示す線部分５８が、正常値範
囲の下限値を超えており（下回っており）、この場合、その下限値を超えるグラフ線部分
を異常値色ｃ（例えば黄色）で表示する。また、誘導Ｖ１由来のＳＴレベルが下限値を超
えたことを示すために、図では、ディスプレイ下部の誘導アイコン３３を異常値色ｃで表
示する（時系列トレンドの下部に表示）。
　以上のようなディスプレイ表示によれば、例えば、複数の誘導波形からのＳＴレベルの
トレンドを同時に表示しつつ、ＳＴレベルが異常値である場合には、それがどの誘導につ
いてのものかという情報を視覚的に容易に得ることができる。
　実施形態のディスプレイ表示では、「生体情報のトレンド表示色と、その生体情報の取
得元に関連する情報の表示色とを同様のものとする」ために、グラフ線の色と誘導グラフ
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の色とを同一のものとしているが、これに限られるものではない。表示色が「同様のもの
」となっている状態とは、２以上の色が、視覚的に類似（または近似）していると判断で
きる場合を含む。
　なお、実施形態におけるＳＴレベルは、例示としてＳＴ部の変曲点から６０ミリ秒進ん
だ位置（ＳＴ１）の値（ｍＶ）を採用している。ただし、ＳＴレベルの測定位置は、当業
者に周知の手段によって変形可能であり、例えば、ＳＴｊ、ＳＴ１、ＳＴ２等を採用して
もよい。
　－－２．ハードウェア構成等－－
　図２は、ＳＴレベルトレンド表示装置の機能ブロック図を示す。ＳＴレベルトレンド表
示装置は、生体情報取得手段２、判断手段４、表示手段６を備えている。
　生体情報取得手段２は、生体情報（または生体信号、またはバイタルサイン）を取得す
る。判断手段４は、生体情報が正常値または異常値のいずれであるか（または、その生体
情報によって示される生体の状態が正常状態または異常状態のいずれであるか）を判断す
る。表示手段６は、その判断結果に基づいたトレンド表示形態によって生体情報のトレン
ドを表示する。
　図３は、図２に示すＳＴレベルトレンド表示装置をＣＰＵを用いて実現したハードウェ
ア構成の例を示す。ＳＴレベルトレンド表示装置１００は、ＣＰＵ１０、増幅アンプ１１
、Ａ／Ｄ変換１２、マウス／キーボード１３、ディスプレイ１４（表示装置）、スピーカ
１５、メモリ１７、Ｆｌａｓｈ－ＲＯＭ１８（フラッシュメモリ等の、記憶したデータを
電気的に消去できる書き換え可能な読み出し専用メモリ、以下、Ｆ－ＲＯＭ１８とする）
、ディスプレイコントローラ１９、ＥＣＧ電極２０（生体信号検出器）を備えている。
　ＥＣＧ電極２０は、患者の心電流を測定する電極である。増幅アンプ１１は、ＥＣＧ電
極２０によって得られた心電流を増幅するものである。ＣＰＵ１０は、得られた心電流を
心電図データ（または認識値データ）に変換する処理、ＳＴレベルトレンド作成処理等の
ほか、ＳＴレベルトレンド表示装置１００全体を制御する。Ｆ－ＲＯＭ１８は、ＳＴレベ
ルトレンド表示装置１００を制御するためのプログラムを記録する。メモリ１７は、ＣＰ
Ｕ１０のワーク領域等を提供する。マウス／キーボード１３またはディスプレイコントロ
ーラ１９の操作により生成される操作情報はＣＰＵ１０に入力され、ＣＰＵ１０が生成し
た画像情報及び音声情報は、ディスプレイ１４、スピーカ１５にそれぞれ出力される。
　本実施形態では、ＳＴレベルトレンド表示装置１００のオペレーティングシステム（Ｏ
Ｓ）の例として、マイクロソフト社のＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）ＸＰ、ＮＴ、２０００
、９８ＳＥ、ＭＥ、ＣＥを用いることとする。ＳＴレベルトレンド表示装置１００は、Ｃ
ＰＵを用いることなく、ハードウェアロジックによって構成してもよい。その他、装置の
ハードウェア構成、ＣＰＵの構成も、当業者に周知の手段によって変形可能である。
　なお、実施形態で説明する「心電図」は、患者の身体の２点間における心電位差を測定
することの結果として得られるものである。したがって、実施形態における「心電図の測
定」等の表現は、心電位を測定等する概念を含む。
　－－３．特許請求の範囲に記載した用語と実施形態との対応－－
　特許請求の範囲に記載した用語と実施形態との対応は以下の通りである。
　「生体情報トレンド表示装置」は、生体情報のトレンドを表示する装置一般を含む概念
であり、例えば、実施形態における図３のＳＴレベルトレンド表示装置１００に対応する
。「生体情報取得手段」は、生体情報を取得する機能を有するもの一般を含む概念であり
、実施形態では、複数の誘導波形について、図６ステップＳ６０５の処理を行うＳＴレベ
ルトレンド表示装置１００のＣＰＵ１０に対応する。「判断手段」は、取得した生体情報
が異常生体情報に該当するかを判断する機能を有するもの一般を含む概念であり、実施形
態では、図６ステップＳ６１３の処理を行うＣＰＵ１０に対応する。「表示手段」は、表
示機能を有するもの一般を含む概念であり、実施形態では、図６ステップＳ６１５、また
はＳ６２３、またはＳ６１９、またはＳ６２１の処理を行うＣＰＵ１０に対応する。
　－－４．ＳＴレベルトレンドのディスプレイ表示例－－
　以下、ＳＴレベルトレンドのディスプレイ表示例を説明し、次の項でＳＴレベルトレン
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ド作成処理の内容を説明する。図５は、ＣＰＵ１０によるＳＴレベルトレンド作成処理（
後述）によって表示されるディスプレイ表示例を示す。
　図５に示すように、ディスプレイ１４には、１２誘導の各誘導波形の認識値データから
得られるＳＴレベルのトレンドグラフが表示される。
　１２誘導は、それぞれ誘導Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ａＶＬ、ａＶＲ、ａＶＦ、Ｖ１、Ｖ２、
Ｖ３、Ｖ４、Ｖ５、Ｖ６であり、ディスプレイ１４の上部および下部にそれらの誘導アイ
コンが示されている。また、それらの各誘導アイコン（データの種類）を表示する領域（
データ種表示領域）は、ディスプレイ上の所定の位置に固定されている（生体情報の取得
元に関連する情報の表示領域は、取得元に関連する情報毎に対応づけられている）。した
がって、ディスプレイ１４は、合計１２本のＳＴレベルのトレンドグラフが表示されてい
る（ただし、ＳＴレベルが近似するものはグラフ線が重複することになる）。
　ＳＴレベルのトレンドグラフは、縦軸がｍＶ（－（マイナス）０．５ｍＶ～０．５ｍＶ
の範囲）、横軸が時間（ｍｉｎ．（分））である。具体的には、ディスプレイ１４の左か
ら右までを測定時間”３０ｍｉｎ”分のグラフ描画エリアとする。また、ＳＴレベルの正
常範囲の上限値は０．１ｍＶとし、正常範囲の下限値は－０．１ｍＶとする。これらの上
限値・下限値は、ディスプレイ１４中、波線で示している。ただし、これらの波線のディ
スプレイへの表示は、省略してもよい。
　各ＳＴレベルのトレンドグラフの描画は、心電図の測定時間の経過にしたがってプロッ
トポイントが移動（ディスプレイ右方向）することによって行われる。図５では、現在の
描画位置は、測定開始後約３０分であることを示している。また、正常範囲にあるグラフ
線の部分を正常値色ａ（例えば青色）で表示する。
　図５では、例示として、１２誘導の中のいくつかの誘導波形由来のＳＴレベルが異常値
である場合を示している。以下、それぞれの異常値について説明する。
　誘導ＩＩＩの誘導波形のＳＴレベルを示す線７０は、上限値を超えており、異常値色Ｘ
（グラフ表示形態）で描画（プロット）されている。また、誘導ＩＩＩ由来のＳＴレベル
が上限値を超えたことを示すために、図では、ディスプレイ上部の（誘導ＩＩＩ用の）誘
導アイコン６０を線７０と同様の異常値色Ｘで表示する（データの種類の表示形態を、そ
のデータのグラフ表示形態と同様にする）。
　誘導Ｖ５の誘導波形のＳＴレベルを示す線７２は、下限値を超えており、その下限値を
超えた部分が異常値色Ｙで描画されている。また、誘導Ｖ５由来のＳＴレベルが下限値を
超えたことを示すために、図では、ディスプレイ下部の（誘導Ｖ５用の）誘導アイコン６
２を線７２と同様の異常値色Ｙで表示する。
　誘導ａＶＦの誘導波形のＳＴレベルを示す線７１は、上限値を超えた部分があり、その
上限値を超えた部分が異常値色Ｚで描画されている。また、誘導ａＶＦ由来のＳＴレベル
が上限値を超えたことを示すために、図では、ディスプレイ上部の（誘導ａＶＦ用の）誘
導アイコンの外枠６１を線７１の上限値を超えた部分と同様の異常値色Ｚで表示する。た
だし、現在の誘導ａＶＦ由来のＳＴレベルは正常値の範囲に戻っているので、誘導アイコ
ンの内枠６１ａは正常値色で表示する。
　ここで、図１０に、上述した誘導アイコンの表示形態の変化の模式図を示す。
　図１０Ａは、ＳＴレベルが、現在および過去のいずれにおいても正常範囲にある場合の
誘導アイコン５００（誘導Ｖ５用）の例である。この場合、誘導アイコン５００は正常値
色Ｐで表示される。
　図１０Ｂは、ＳＴレベルが、現時点（または、ＳＴレベルの表示時点）において異常値
である場合の誘導アイコン５０１の例である。この場合、誘導アイコン５０１は異常値色
Ｑで表示される。このとき、異常値色Ｑは、対応する誘導Ｖ５のＳＴレベルトレンドのグ
ラフ線（または異常範囲にあるグラフ線部分）と同様の色彩とする（「現在の前記生体情
報が前記異常生体情報と判断されている場合には、少なくとも前記内部表示領域を、前記
異常生体情報と判断された生体情報と対応づけて表示」に対応）。
　図１０Ｃは、図１０Ｂよりもさらに時間が経過し、誘導Ｖ５のＳＴレベルが正常範囲に
戻った場合の誘導アイコン５０２の例である。この場合、誘導アイコン５０２では、アイ
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コンフレーム部５０４（外部表示領域）は異常値色Ｑのまま保持される（「過去の前記生
体情報が前記異常生体情報と判断されている場合には、少なくとも前記外枠表示領域を、
前記異常生体情報と判断された生体情報と対応づけて表示」に対応）。ただし、このとき
のアイコン内部５０６（内部表示領域）は、正常値色Ｐで表示される。
　なお、上記したＳＴレベルトレンドグラフの形状、時間経過に伴うグラフ表示の進行方
向、グラフ線の表示方法、誘導名の表示方法、正常値または異常値の表示方法（カラー等
）等は例示であって、当業者に周知の手段によって変形可能である。
　例えば、ＳＴレベルが正常値範囲の場合、ＳＴレベルのグラフ線の色および対応する誘
導アイコンの色は、異なる色を採用してもよい。
　また、図５の線７１と誘導アイコン６１の表示とは異なり、履歴として正常範囲を超え
たＳＴレベルの部分があれば、その後ＳＴレベルが正常範囲に戻った場合、正常範囲の部
分の線７１は正常値色として表示する一方で、その誘導アイコン全体（誘導アイコンの外
枠６１および内枠６１ａ）を異常値色としてもよい（「継続する生体情報が異常生体情報
と判断されない場合には、その継続する生体状態のトレンド表示部分はトレンド表示形態
を元に戻して表示する一方で、その継続する生体情報の取得元に関連する情報の表示は保
持する」に対応）。なお、これに限らず、正常値に戻った場合には対応する誘導アイコン
全体を正常値色に戻すようにしてもよい（継続する生体情報の取得元に関連する情報の表
示を元に戻す（生体情報との対応づけを解除する））。
　図５では、ＳＴレベルが正常範囲を超えるグラフ線部分のみを異常値色に切り換えて表
示しているが、これに限らず、ＳＴレベルが正常範囲を超えた場合には、そのグラフ線全
体を異常値色に切り換えるようにしてもよい（異常生体情報と判断された生体情報につい
ては、その生体情報全体のトレンド表示形態を変更する）。
　図５では、好ましい実施形態として、線７０の色と誘導アイコン６０の色を同様の異常
値色Ｘとして対応づける一方で、線７２の異常値部分の色と誘導アイコン６２の色を同様
の異常値色Ｙとして対応づけることにより、複数の異常値が発生した場合でも、各ＳＴレ
ベルがどの誘導（取得元または取得ベース）に由来するのかということを容易に判断でき
るようにしている。ただし、これに限られるものではなく、異常値と取得元とを対応づけ
る必要がない場合には、そのような色彩を相違させることによる対応づけを省略すること
も可能である。
　その他、ディスプレイ１４には、代表誘導として誘導ＩＩから得られる心電図等が表示
される。これらの心電図は、ユーザの選択によって表示形式を変更可能であり、その他の
誘導から得られる心電図を表示したり、あるいは、表示を省略することもできる。実施形
態では、代表誘導として、振幅の大きい誘導を自動選択して示すこととしている。
　ＣＰＵ１０は、ＥＣＧ電極２０を介して得られるデジタルデータ（心電波形データ）を
、１２誘導の各誘導毎に連続的にメモリ１７（またはＦ－ＲＯＭ１８）に記録する。図４
は、一つの誘導について、その記録された心電波形データを模式的にグラフ（縦軸：電位
（電圧）、横軸：時間）によって表したものである。図４に示すように、ＣＰＵ１０は、
心電図のＰ波、Ｑ波、Ｒ波、Ｓ波、ＳＴ部、Ｔ波のいずれかの認識に基づいて、Ｒ（Ｒ電
位またはＲ波高）、Ｔ（Ｔ電位またはＴ波高）、Ｑ（Ｑ電位またはＱ波高）、ＳＴ（ＳＴ
レベル）、ＱＴ（ＱＴ間隔）、ＲＲ（ＲＲ間隔）の各認識値データを抽出してメモリ１７
（またはＦ－ＲＯＭ１８）に記録する。ＣＰＵ１０は、正常波形の場合、例えば以下のよ
うな処理によって、１心拍の認識、および、心電図の各波を認識する。
（１）１心拍の認識：所定時間の心電波形データ（電位値または電圧値）のサンプリング
を行った後、所定の閾値を超える極大値成分であるＲ波と、（所定の閾値を超える極大値
成分である）次のＲ波を認識し、ＲＲ間隔を１心拍として認識する。このとき、Ｒ波以外
の極大値であるＴ波成分（Ｒ波より周波数が低い）を、ローカットフィルタを利用して除
去してもよい。
（２）Ｐ波：Ｒ波の位置から２００～３００ｍｓｅｃ（ミリ秒）前の位置に存在する極大
値をＰ波と認識する。
（３）Ｑ波：Ｒ波の位置の直前に存在する極小値をＱ波と認識する。
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（４）Ｓ波：Ｒ波の位置の直後に存在する極小値をＳ波と認識する。
（５）Ｔ波：Ｒ波と次のＲ波の間に存在する極大値をＴ波と認識する。
（６）ＳＴ部：心電図上においてＳ波とＴ波との間を直線補間した場合に、その間の極大
値成分となる部分をＳＴ部と認識する。
　本実施形態では、これらの中からＳＴ（ＳＴレベル）（単位例：ｍＶ（ミリボルト））
のトレンドを、１２誘導の各誘導についてグラフ表示することとしている。
　なお、心電図測定中の患者の動作等によっては、心電図波形中に異常な周期を有するノ
イズが生じてしまい、認識値データの抽出が正確に行われ難い場合も多い。そのようなノ
イズを除外して正確な認識値データをとる方法として、例えば、特開平６－２６１８７１
に開示されている技術を利用してもよい。
　－－５．ＳＴレベルトレンド作成処理等－－
　５－１．ＳＴレベルトレンド作成処理
　次に、実施形態によるＳＴレベルトレンド作成処理プログラムの内容を図６のフローチ
ャート等を参照しながら説明する。なお、図６のフローチャートは、１の誘導について、
心拍１回に対応するＳＴレベルトレンド作成処理プログラムの内容である。したがって、
バイタルサイン測定中は、１２誘導の全てについて、心拍１回毎に図６のフローチャート
で示すＳＴレベルトレンド作成処理プログラムの実行が繰り返されることになる。
　ＳＴレベルトレンド作成処理の前提として、ＳＴレベルトレンド表示装置１００のＣＰ
Ｕ１０は、ディスプレイ１４の上部および下部に誘導アイコンを正常値色（例えば、青色
）で表示する（図６ステップＳ６０１）。表示する誘導アイコンは、患者の心電図の測定
に使用するＥＣＧ電極２０の数に応じて、すなわち、対象となる誘導に応じて決定される
。具体的には、例えば４つのＥＣＧ電極を使用する場合には、表示する誘導は６つとなる
。ここでは、１２誘導心電図の例を採用し、表示する誘導アイコンが１２である例を説明
する（図５参照）。
　ＣＰＵ１０は、患者に身体に取り付けられたＥＣＧ電極２０および増幅アンプ１１を介
して１２誘導の心電図を測定して心拍１回の誘導波形（心電波形）を取得する（ステップ
Ｓ６０２）。
　ＣＰＵ１０は、誘導波形の認識値データを演算する（図６ステップＳ６０３）（認識値
データについては、図４参照）。ＣＰＵ１０は、ＳＴレベルトレンド作成処理の対象とな
る認識値データをＦ－ＲＯＭ１８またはメモリ１７に記録する（ステップＳ６０５）。
　ここで、ＳＴレベルトレンド作成処理の対象となる認識値データとは、ＳＴレベルのト
レンドグラフの表示対象となる心拍のＳＴレベルを含めた前後５拍のＳＴレベル、および
後述するＶＰＣの判断に必要となる認識値データである。
　図９は、ＳＴレベルトレンド作成処理の対象となる認識値データの模式図である。”Ｎ
ｏ．”は、心拍番号であり、例えば、”－４”は、現在（”Ｐｒｅ”）の心拍数より数え
て４つ前の心拍の番号を示している。図９Ａにおいては、”Ｐｒｅ”で示されるＳＴレベ
ル等は、図６ステップＳ６０２、Ｓ６０３で取得・演算される（現在の）認識値データと
なる。このとき、ＳＴレベルトレンドの表示対象は、心拍Ｎｏ．”－２”のＳＴレベルで
ある（図中、記号２０２で示す）。
　このように、実施形態では誘導波形取得処理を行う心拍と、ＳＴレベルトレンド作成処
理を行う心拍とをずらしている。その理由は、後述するように、表示対象となる心拍のＳ
Ｔレベルについて、その前後５拍のＳＴレベルの平均値を算出することとしているからで
ある。具体的には、ステップＳ６０５で記録される、”ＳＴレベルトレンド作成処理の対
象となる認識値データ”とは、Ｐｒｅ～－５の各心拍番号のＳＴレベル（図中、波線２０
０で囲まれる各データ）と、心拍Ｎｏ．”－２”におけるＶＰＣ判定に必要な認識値デー
タとを含むことになる。以下、ＳＴレベルトレンドの表示対象を、心拍Ｎｏ．”－２”と
して説明する。
　ＣＰＵ１０は、（心拍Ｎｏ．”－２”におけるＶＰＣ判定に必要な）認識値データに基
づいてＶＰＣ（心室性期外収縮）の有無の判定処理を行う（ステップＳ６０７）。このＶ
ＰＣ判定処理については、後述する。
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　ＣＰＵ１０は、ＶＰＣ判定処理の結果、ＶＰＣがあると判断した場合には、（心拍Ｎｏ
．”－２”のＳＴレベルについて（図９記号２０２参照））ステップＳ６１３の処理を行
う。
　一方、ステップＳ６０７のＶＰＣ判定処理の結果、ＶＰＣが無いと判断した場合には、
ＣＰＵ１０は、現在処理中のＳＴレベルを含めた前後５拍のＳＴレベル（図９波線２００
参照）の平均値を算出し、それを現在処理中の心拍のＳＴレベルとする（ステップＳ６１
１）。ただし、前後５拍のＳＴレベルの中に、ステップＳ６０９においてＶＰＣ有りと判
断されたＳＴレベル値がある場合には、その値は除外してＳＴレベルの平均値を算出する
こととする。
　具体的には、例えば図９Ｂに示すように、表示対象が心拍Ｎｏ．”－２”のＳＴレベル
（記号３０２）の場合に、Ｎｏ．”－１”のＳＴレベル（記号３０４）が”ＶＰＣ有り”
と判定された心拍のＳＴレベルであれば、ステップＳ６１１の平均値の算出は、記号３０
４の値を除外したうえで、波線３００で囲まれた４つのＳＴレベル値の平均を算出するこ
とになる。
　ここで、実施形態では、例示としてＶＰＣを判断することとしている。ＶＰＣを判断す
る理由の一つは、ＶＰＣが生じている場合にはＳＴレベルが（突発的な）異常値をとるこ
とがあり、図６ステップＳ６１１の処理におけるＳＴレベルの平均値の算出には考慮しな
いようにするためである。したがって、ＶＰＣが生じた場合には、その一拍のＳＴレベル
のみがグラフにプロットされることになる。
　ステップＳ６０９またはステップＳ６１１の処理の後、ＣＰＵ１０は、ＳＴレベル（ま
たは平均値としてのＳＴレベル）が、正常値の範囲内にあるか否かを判断する（ステップ
Ｓ６１３）。実施形態では、正常値の範囲を－０．１ｍＶ～０．１ｍＶとする（上限値＝
０．１ｍＶ、下限値＝－０，１ｍＶ）。
　ＣＰＵ１０は、ステップＳ６１３の処理において、ＳＴレベルが正常値の範囲内にある
と判断した場合には、トレンドグラフにＳＴレベルを正常値色（青色）で描画（プロット
）する（ステップＳ６２３）。
　一方、ステップＳ６１３の処理において、ＳＴレベルが正常値の範囲内にないと判断し
た場合には、ＣＰＵ１０は、トレンドグラフにＳＴレベルを異常値色Ｘで描画する（ステ
ップＳ６１５）。この異常値色は、あらかじめ誘導毎に異なる色（例えば、黄色、赤色、
緑色等）が設定されている。
　ＣＰＵ１０は、次に、そのＳＴレベルが正常範囲の上限値（所定レベル）（０．１ｍＶ
）を超えているか否かを判断する（ステップＳ６１７）。上限値を超えていると判断した
場合には、ＣＰＵ１０は、ディスプレイ１４の上部の誘導アイコン（そのＳＴレベルの由
来となる誘導の誘導アイコンのうち、上方に表示されるもの）を異常値色Ｘに変更する（
ステップＳ６１９）。
　一方、ステップＳ６１７において、上限値を超えていないと判断した場合（つまり、下
限値（所定レベル）を下まわる場合）には、ＣＰＵ１０は、ディスプレイ１４の下部の誘
導アイコン（そのＳＴレベルの由来となる誘導の誘導アイコンのうち、下方に表示される
もの）を異常値色Ｘに変更する（ステップＳ６２１）。
　ここで、上限値を超えている場合のＳＴレベルのトレンドグラフおよび対応する誘導ア
イコンの表示の例は、図５の線７０および誘導アイコン６０を参照すればよい。一方、下
限値を超えている場合のＳＴレベルのトレンドグラフと対応する誘導アイコンの表示の例
は、図５の線７２および誘導アイコン６２を参照すればよい。
　ステップＳ６１９、またはＳ６２１、またはＳ６２３の処理の後、ＣＰＵ１０は、心電
図の測定処理が終了したか否かを判断し（ステップＳ６２５）、終了していないと判断し
た場合には、ステップＳ６０２からの処理を繰り返す。一方、心電図の測定処理が終了し
たと判断した場合には、ＣＰＵ１０は、ＳＴレベルトレンド作成処理を終了する。
　以上、ＳＴレベルトレンド作成処理について説明したが、この処理のプログラム、また
はアルゴリズムは例示であって、当業者に周知の手段によって変形可能である。例えば、
ステップＳ６１７については、上限値を超えたか否かを判断するの場合のほか、下限値を
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下回るか否か、あるいは、上部異常値（上限値を上回る場合）または下部異常値（下限値
を下回る場合）のいずれに該当するか等を判断するようにしてもよい（異常ランク判断手
段）。
　また、図６ステップＳ６１１の前後５拍の平均ＳＴレベル値を算出する処理は例示であ
って、その他の拍数の平均値を算出してもよい。その他、ステップＳ６１１の平均値の算
出処理や、以下に述べるステップＳ６０７、Ｓ６０９のＶＰＣ判定処理を省略することも
可能である。
　５－２．ＶＰＣ判定処理
　図７は、図６のステップＳ６０７においてＣＰＵ１０が行う、心室性期外収縮（ｖｅｎ
ｔｒｉｃｕｌａｒ　ｐｒｅｍａｔｕｒｅ　ｃｏｎｔｒａｃｔｉｏｎ（ＶＰＣ））の異常判
定処理のフローチャートである。ＶＰＣの判定とは、ＳＴレベルに基づいて、心室性期外
収縮が生じているか否かを判定するものである。
　ＳＴレベルトレンド表示装置１００のＣＰＵ１０は、Ｐ波が存在するか否かを判断する
（図７ステップＳ７０１）。Ｐ波が存在すると判断した場合は、ＣＰＵ１０は、判断結果
を”ＶＰＣなし”とする（ステップＳ７０７）。一方、Ｐ波が存在しないと判断した場合
には、ＣＰＵ１０は、ＱＲＳ波の主な向きと、Ｔ波の向きとが同じか否かを判断する（ス
テップＳ７０３）。
　ＱＲＳ波の主な向きと、Ｔ波の向きとが同じであると判断した場合には、ＣＰＵ１０は
、ステップＳ７０７の処理を行う。一方、ＱＲＳ波の主な向きと、Ｔ波の向きとが同じで
ないと判断した場合には、ＣＰＵ１０は、ＲＲ間隔が、正常波形の平均ＲＲ間隔の８０％
を超えるか否かを判断する（ステップＳ７０５）。
　ＲＲ間隔が正常波形の平均ＲＲ間隔の８０％を超えると判断した場合には、ＣＰＵ１０
は、ステップＳ７０７の処理を行う。一方、ＲＲ間隔が正常波形の平均ＲＲ間隔の８０％
を超えないと判断した場合には、ＣＰＵ１０は、判定結果を”ＶＰＣ有り”とする（ステ
ップＳ７０９）。
　次に、ＣＰＵ１０は、ステップＳ７０７またはステップＳ７０９の処理において得られ
た判定結果に基づき、図６ステップＳ６０９からの処理を行う。
　以上、ＶＰＣ判定処理について説明したが、この判定処理は例示であって、当業者に周
知の手段によって変形可能である。例えば、ＶＰＣを、ミネソタコードを基準とした手法
（またはその修正基準）によって判断してもよい。その他、ステップＳ６１１においてＳ
Ｔレベルの平均値の算出から除外する対象として、ＶＰＣが生じたＳＴレベル以外（例え
ば、ノイズ等）を選択するようにしてもよい。
　－－６．実施形態による効果－－
　実施形態によれば、ＳＴレベルトレンド表示装置１００のユーザは、複数の誘導波形（
最大１２誘導分）から得られるＳＴレベルの時系列トレンドを容易に確認、判断すること
ができる（図５参照）。
　実施形態では、図５に示すように、例えば、誘導ＩＩＩ由来のＳＴレベル（線７０）が
上限値を超えたことを示すために、ディスプレイ上部の（誘導ＩＩＩ用の）誘導アイコン
６０を線７０と同様の異常色Ｘで表示する。したがって、複数の誘導波形からのＳＴレベ
ルのトレンドグラフを同時に表示する一方で、ＳＴレベルが異常値である場合には、迅速
かつ容易にそのトレンドグラフと対応する誘導名が判断できるというメリットがある。さ
らに、図５に示すように、グラフ横軸によって、その異常値が生じた時間も特定すること
が可能である。
　実施形態では、ＳＴレベルトレンド表示装置１００が現在測定中の誘導を、誘導アイコ
ンによって表示する（図５、図６ステップＳ６０１参照）。したがって、ユーザは、ＳＴ
レベルトレンド表示装置１００が現時点でどの誘導（生体情報の取得元に関連する情報）
の測定を行っているかが視覚的に判断できる。
　実施形態では、ＳＴレベルの異常値が生じた時点で誘導アイコンを異常値色で表示する
一方で、そのＳＴレベルが正常値に戻った場合には、（誘導アイコンの内枠（内部表示領
域）は正常値色で表示しつつ）誘導アイコンの外枠（外部表示領域）を異常値色に維持し
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ている（図５参照）（「生体情報の取得元に関連する情報を、現在の前記生体情報が前記
異常生体情報と判断されている場合と、過去および現在の前記生体情報が前記異常生体情
報と判断されていない場合と、過去の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されており
現在の前記生体情報が前記異常生体情報と判断されていない場合とを区別可能に表示する
」に対応）。したがって、ユーザは、各誘導のＳＴレベルに履歴として異常値があること
を視覚的に容易に確認することができる。なお、ＳＴレベルの異常値履歴の表示はこれに
限定されず、例えば次のようなバリエーションも採用可能である。
　ＳＴレベルの異常値履歴のバリエーションは、生体情報の取得元に関連する情報（誘導
アイコン）の色彩について、異常値の履歴の有無によって彩度を変化させる手法である。
具体的には、異常ＳＴレベルの履歴を持つ（現時点では正常値の）ＳＴレベルトレンドグ
ラフに対応する誘導アイコンは、彩度の低い異常値色（または、うすい色彩等）で表示し
ておき、そのＳＴレベルが異常値になった時点で彩度の高い異常値色（または濃い色彩等
）で表示する。
　ここで、生体情報のトレンド表示に併せて異常値の履歴を表示する手法は、次のように
表現することもできる。
　「生体情報の取得元に関連する情報を表示する表示領域であって、当該表示領域は、現
在の生体情報の状態を示す表示領域と、過去の生体情報の状態を示す表示領域とによって
構成され、前記生体情報が履歴として前記異常生体情報と判断されたものを含む場合には
、前記過去の生体情報の状態を示す表示領域を前記異常生体情報と判断された生体情報と
対応づけて表示すること」。
　実施形態では、図５に示すように、ＳＴレベルがどの誘導波形に由来するものにもかか
わらず、正常範囲にあるＳＴレベルのトレンドグラフ線の部分の全てを正常値色ａ（例え
ば青色）で表示する（トレンド表示形態を同様のものとする）。なお、「トレンド表示形
態を同様のもの」とは、トレンド表示形態を同一のものにする場合のほか、視覚的に類似
（または近似）していると判断できる場合を含む。したがって、ディスプレイ１４は、同
時に多数のＳＴレベルのトレンドグラフを表示するにもかかわらず、ユーザに対しては、
煩雑さのないすっきりとした印象を与えることができる。また、その一方で、ディスプレ
イ１４は、異常値の場合にトレンドグラフ線および対応する誘導アイコンを異常値色によ
って表示するから、ユーザは、異常のあるＳＴレベルおよび対応誘導を簡易に認識するこ
とができるというメリットもある。
　－－７．ＳＴレベルトレンド表示装置のその他の機能－－
　次に、ＳＴレベルトレンド表示装置１００が備える上述のＳＴレベルトレンド作成処理
以外の機能について説明する。
　７－１．心拍状態の表示
　ＳＴレベルトレンド表示装置１００は、心拍の状態を、所定の記号（マーク）の点滅に
よって表す（「心拍に関連する情報を表示形態の変化によって示す心拍情報表示手段」）
。具体的には、ＣＰＵ１０は、図５に示すように測定中の心臓の鼓動に応じてハートマー
クを点滅させるようにしている。
　これにより、ユーザは、ＳＴレベルトレンド表示装置１００が正常に動作中であること
を確認することができ、かつ、患者の心拍の状態を把握することができる。なお、マーク
の点滅とともに、あるいはマークの点滅に代えて、心臓の鼓動に応じてスピーカ１５から
音声（例えばピッチ音等）を出力するようにしてもよい。
　７－２．解析不能状態の警告
　ＳＴレベルトレンド表示装置１００は、ＳＴレベルトレンド作成処理中に、患者の身体
に取り付けたＥＣＧ電極２０等が外れた場合やＳＴレベルトレンド作成処理のトラブルが
発生した場合等に、所定の警告を表示する（「生体情報の表示が不能な場合に警告信号を
出力する警告信号出力手段」）。具体的には、ＣＰＵ１０は、”電極はずれ”等の警告メ
ッセージをディスプレイ１４の”診断情報”の表示エリアに表示する。
　これにより、ユーザは、ＳＴレベルトレンド作成処理が事故によって中断されているこ
とを迅速に確認することができる。なお、ＣＰＵ１０は、警告メッセージに代えて、ユー
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ザの注意を喚起するためにディスプレイの全体または一部の色を変更したり、警告音声（
アラーム音等）を出力するようにしてもよい。
　－－８．その他の実施形態等－－
　８－１．生体情報トレンドのディスプレイ構成変形例
　実施形態では、生体情報のトレンドグラフのディスプレイ表示として図５を例示したが
、これに限られるものではない。生体情報のトレンドグラフのディスプレイ表示のその他
の実施形態として、図８に例示するような表示方法を採用してもよい。以下、各表示方法
の概要を説明する。
　図８Ａは、誘導アイコン（取得元アイコン）の表示位置を変形した例である。図では、
誘導アイコンをディスプレイの右部分に配置している。線９１は、下限値を越えた部分の
色彩がカラーａに変更されており、誘導アイコン９０は、その線９１の生体情報の取得元
が誘導Ｖ１であることを示すためにカラーａに変更されている。その他、誘導名を示す標
示は、ディスプレイのいずれの位置に配置してもよい。
　図８Ｂは、生体情報が正常範囲を逸脱した場合に、その取得元を示す情報（取得元に関
連する情報、誘導名）をトレンドグラフ線付近に表示する例である。線９２は、正常範囲
の上限値を上回っており、そのグラフの表示ポイント（プロット点）付近に誘導標示９３
（誘導Ｖ３用）が表示されている。線９５は、正常範囲の下限値を下回っており、そのグ
ラフの表示ポイント付近に誘導標示９４（誘導Ｖ１用）が表示されている。
　このように、図８Ｂの場合は、生体情報が正常値範囲にある場合は取得元を表示せず、
異常値になった場合にのみ、その取得元情報を顕在化させている。その他の実施形態とし
て、ユーザの設定に応じて、正常値の範囲にある生体情報は、そのトレンドグラフを表示
せず、異常値になった場合にのみ、トレンドグラフおよびその取得元情報を対応づけて表
示するようにしてもよい。また、複数の生体情報を同時に表示するのではなく、通常はそ
れら複数の生体情報の中の代表値（または平均値等）のトレンドをグラフ表示しておき、
生体情報が異常値であるときに、その個別の生態情報のグラフを表示させるようにしても
よい。
　図８Ｃは、誘導アイコン（取得元アイコン）の表示方法の変形例である。線９７は、生
体情報の上限値を越えた状態を示しており、誘導アイコン９６は、その線９７の生体情報
の取得元が誘導Ｖ２であることを示すために、大きさ（サイズ）が変更されている。
　実施形態では、「表示手段」として、ＳＴレベルのトレンドグラフをディスプレイ１４
に表示する例を示した。この「表示手段（出力手段）」のその他の実施形態として、生体
情報をメモリカード、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体へ出力したり、通信手段（電話回線、無
線通信、インターネット、有線、赤外線通信、携帯電話、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＰＨＳ等
）に対して出力、あるいは、プリントアウト（印刷）によるハードコピーとしての出力、
ファクシミリによる出力等を採用してもよい。
　なお、特許請求の範囲に記載する「生体情報トレンド表示物」は、生体情報のトレンド
を視覚的に認識可能に出力されたもの一般を含む概念である。例えば、トレンドグラフを
ディスプレイ上に表示したもの、または、ハードコピーとして出力されたもの、または、
ファクシミリによって出力されたもの等がこの概念に含まれる。
　８－２．異常生体情報の表示変形例
　実施形態では、生体情報が異常値になった場合には、ユーザに注意を喚起させるために
、その生体情報の取得元を示す情報が容易に識別可能になることを一つの特徴としている
。このように、患者の異常状態が生じた場合に、異常のある生体情報と、その根拠（その
生体情報の取得元）とを対応づける手法として、以下のようなバリエーションを採用する
こともできる。
　異常のある生体情報とその取得元とを対応づける第１のバリエーションは、異常値が発
生したときに、生体情報の取得元を示す情報（例えばアイコン）をブリンク（点滅）また
はフラッシュする手法である。
　第２のバリエーションは、異常値が発生したときに、生体情報の取得元を示す情報に模
様（または形、または記号、または符号等）の付加（または変更）する処理を行う手法で
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ある。この場合、取得元と、その取得元から得られる生体情報とを対応づけるために、そ
の生体情報のグラフの模様（または線種、または形、または記号、または符号等）の付加
（または変更）する処理を行ってもよい。例えば、異常値が発生した生体情報の取得元を
示す情報（および（または）その生体情報のグラフ線部分）が前面に飛び出してみえるよ
うに立体的に表示するようにすることもできる。
　実施形態では、生体情報の正常値色として青色、異常値色として赤色、黄色等を例示し
たが、他の色を採用してもよい。ただし、一般的には、正常値の場合は彩度の低い目立た
ない色（低彩度色、または低認識色）を使用し、一方、異常値の場合は彩度の高い目立つ
色（高彩度色、または高認識色）を使用するのが好ましい。その他、異常値のレベルに応
じて色を変化させてもよい（異常レベル別表示）。具体的には、正常値からの差が小さい
生体情報は彩度の低い色としておき、正常値からの差が大きい生体情報は彩度の高い色と
する。
　その他、生体情報に異常値が発生したことをユーザに認識させる補助として、所定の警
告音をスピーカ１５から出力させることもできる。この場合、異常値が発生した取得元や
異常レベルに応じて、音声の大きさや音階を変化させることも可能である。
　８－３．生体情報の変形例
　実施形態では、生体情報としてＳＴレベルを例示したが、これに限られるものではない
。その他の実施形態として、生体情報が、取得元または測定部位が複数ある所定のパラメ
ータであり、かつ、それら複数のパラメータが取得元または測定部位によって挙動が相違
（「取得元によって挙動が相違」に対応）するものにも利用することが可能である。
　具体的には、例えば心電図の場合には、心電図波形の構成要素となるＰ波、Ｑ波、Ｒ波
、Ｓ波、ＳＴ部、Ｔ波等のそれぞれの波形極点や波形開始点、波形終了点等を抽出して得
られる値である、Ｒ（Ｒ電位またはＲ波高）、Ｔ（Ｔ電位またはＴ波高）、Ｑ（Ｑ電位ま
たはＱ波高）、ＱＴ（ＱＴ間隔）、ＲＲ（ＲＲ間隔）等のそれぞれを「生体情報」とする
こともできる。
　具体的には、例えば複数の誘導から得られるＱＴ間隔のトレンドグラフを表示しておき
、ＱＴ間隔に異常値があれば、その異常値および異常値が生じた誘導名を対応づけて表示
すればよい。
　その他、複数の「生体情報」として、特定の誘導についての認識値であるＳＴレベル、
ＱＴ間隔、ＲＲ間隔等のそれぞれのトレンドグラフを表示しておき、ある認識値が異常値
であれば、その異常値のトレンドグラフおよびその異常値が生じた認識値名（生体情報の
取得元に関連する情報（例えば、”ＱＴ間隔”等））とを対応づけて表示するようにすれ
ばよい。
　なお、本発明にかかる「データ表示装置」は、実施形態で例示した生体情報に限らず、
例えば、プラントにおける複数のプロセス値のトレンドを同時にモニターするための装置
として実施することも可能である。この場合、例えば、プロセス値に異常があれば、「告
知対象」として所定のグラフ表示にしつつ、かつ、そのプロセス値が得られたプラントの
装置（または装置部分、またはパーツ、またはプロセス値（パラメータ）名）を示す情報
を、そのグラフ表示に対応づけて表示すればよい。この「対応づけて表示する」とは、例
えばデータの種類と、そのデータのグラフとが関連性のあることを視覚的に認識可能に表
示することが含まれる。例えば、パラメータ名（データ種類）を示す表示の色彩と、その
データのグラフ線の色彩（グラフ表示形態の一部、またはグラフ表示形態の属性、または
グラフ表示形態の構成要素）とを同様の色で表示するようにすればよい。
　８－４．装置構成変形例
　実施形態では、ＳＴレベルトレンド表示装置１００は、心電図の測定および、ＳＴレベ
ルトレンド作成・表示処理を行うこととしたが、それらの処理を２以上の別々の装置によ
って行うような装置構成としてもよい。そのような装置構成として、心電図の測定処理と
ＳＴレベル（または認識値データ）出力処理とＳＴレベルの異常判断処理・判断結果出力
処理とを行う装置、および、ＳＴレベル入力処理およびＳＴレベル異常判断結果データ入
力処理（「取得手段」に対応）とＳＴレベルトレンドの表示処理とを行う装置（「生体情
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　その他、心電図の測定処理、ＶＰＣ判定処理、ＳＴトレンドグラフ作成処理表示処理の
それぞれを実行する装置構成（装置の数、組み合わせ等）、ＣＰＵ構成等は、当業者に周
知の手段によって変形可能である。
　その他、ＳＴレベルトレンド表示装置１００にその他の周辺装置を接続するようにして
もよい。具体的には、周辺装置として血圧測定装置をＳＴレベルトレンド表示装置１００
に接続して”血圧（Ｂｌｏｏｄ　Ｐｅｓｓｕｒｅ（ＢＰ））”を表示したり、血中酸素濃
度測定装置を接続して、”血中酸素濃度（ＳｐＯ２）を表示するようにしてもよい。
　８－５．ＳＴレベルトレンド表示装置適用実施例
　実施形態では、ＳＴレベルトレンド表示装置１００を、救急車内で使用するケースを例
示したが、これに限られるものではなく、救急医療現場に携帯できるようにしたり、ある
いは、家庭に設置して在宅医療用に利用したり、人または動物を含む生体に対して広く利
用することもできる。
　また、ＳＴレベルトレンド表示装置１００と同様の機能を有するデバイスを、自動車や
電車の運転席、飛行機のコックピット等に設置して、心筋梗塞等の発作によって重大な事
故につながる可能性を未然に防止したり、トイレの便座等に設置して日常の健康管理用に
応用することもできる。このとき、ＥＣＧ電極２０等は、対象者の身体が接触する必然性
のある部位、例えば、ハンドルや便座、手すり等に設置する必要がある。
　８－６．プログラム実行方法等の実施例
　本実施形態では、ＣＰＵ１０の動作のためのプログラムをＦ－ＲＯＭ１８に記憶させて
いるが、このプログラムは、プログラムが記憶されたＣＤ－ＲＯＭから読み出してハード
ディスク等にインストールすればよい。また、ＣＤ－ＲＯＭ以外に、ＤＶＤ－ＲＯＭ、フ
レキシブルディスク（ＦＤ）、ＩＣカード等のプログラムをコンピュータ可読の記録媒体
からインストールするようにしてもよい。さらに、通信回線を用いてプログラムをダウン
ロードさせることもできる。また、ＣＤ－ＲＯＭからプログラムをインストールすること
により、ＣＤ－ＲＯＭに記憶させたプログラムを間接的にコンピュータに実行させるよう
にするのではなく、ＣＤ－ＲＯＭに記憶させたプログラムを直接的に実行するようにして
もよい。
　なお、コンピュータによって、実行可能なプログラムとしては、そのままインストール
するだけで直接実行可能なものはもちろん、一旦他の形態等に変換が必要なもの（例えば
、データ圧縮されているものを解凍する等）、さらには、他のモジュール部分と組合して
実行可能なものも含む。
　以上、本発明の概要および本発明の好適な実施形態を説明したが、各用語は、限定のた
めに用いたのではなく説明のために用いたのであって、本発明に関連する技術分野の当業
者は、本発明の説明の範囲内でのシステム、装置、及び方法のその他の変形を認め実行す
ることができる。したがって、そのような変形は、本発明の範囲内に入るものとみなされ
る。
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